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吉村
よ し む ら

和就
か ず な り

Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
２
４
、

上
下
水
道
の
サ
ー
ビ
ス
活
動

（
維
持
管
理
）
に
関
す
る
国

際
規
格
化
は
二
〇
〇
一
年
四

月
に
フ
ラ
ン
ス
よ
り
Ｉ
Ｓ
Ｏ

事
務
局
に
提
案
さ
れ
、
過
去

五
回
の
総
会
の
討
議
を
経

て
、
現
在
、
最
終
国
際
規
格

案
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
事
務
局
へ
提
出

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
最
終
国
際
規
格
案
は

二
〇
〇
六
年
十
一
月
の
第
六

回
ウ
ル
グ
ア
イ
総
会
で
決
定

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。予

定
通
り
進
む
と
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
加
盟
国
の
投
票
を
経
て
二

〇
〇
七
年
七
月
以
降
に
Ｉ
Ｓ

Ｏ
２
４
５
０
０
シ
リ
ー
ズ
と

し
て
国
際
規
格
が
発
行
さ

れ
、
世
界
中
の
上
下
水
道
サ

ー
ビ
ス
（
維
持
管
理
）、
及

び
日
本
国
内
の
Ｏ
＆
Ｍ
（
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
）
事
業
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。

日
本
人
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
い
う

本
来
、
国
を
挙
げ
て
国
益
確

保
の
た
め
に
取
り
組
む
べ
き

も
の
で
あ
る
が
、
日
本
政
府

は
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
民
間
の
規
格

化
作
業
」
と
し
て
、
積
極
的

な
支
援
体
制
（
財
政
援
助
、

外
交
努
力
）
を
取
っ
て
い
な

い
。そ

の
結
果
、
技
術
的
に
優

れ
て
い
る
日
本
の
提
案
（
携

帯
電
話
、
高
品
位
テ
レ
ビ
な

ど
）
が
国
際
規
格
を
取
れ
ず

敗
退
し
て
い
る
。

例
え
ば
携
帯
電
話
の
方
式

が
欧
州
方
式
に
な
っ
た
た
め

に
、
日
本
の
損
失
は
数
千
億

と
も
言
わ
れ
、
逆
に
欧
州
で

は
、
国
際
規
格
化
を
勝
ち
取

っ
た
た
め
に
一
〇
万
人
の
雇

用
創
出
と
一
兆
円
以
上
の
経

済
的
利
益
を
享
受
し
て
い

る
。Ｉ

Ｓ
Ｏ（
国
際
標
準
規
格
）

は
民
間
の
任
意
の
規
格
で
あ

り
、使
用
に
強
制
力
は
な
く
、

そ
の
裁
量
は
民
間
会
社
に
任

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
業
務
項
目
が

Ｗ
Ｔ
Ｏ
項
目
に
記
載
さ
れ
て

い
る
と
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
使
用
す

る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
Ｔ
Ｂ

Ｔ
協
定
（
貿
易
の
技
術
的
障

壁
に
関
す
る
協
定
）
に
は
①

国
内
基
準
・
法
規
よ
り
国
際

基
準
を
優
先
す
る
②
国
内
基

準
を
作
る
時
は
国
際
基
準
に

準
拠
す
る
③
国
際
基
準
を
基

礎
と
し
て
使
用
す
る
―
―
こ

と
が
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。

上
下
水
道
の
維
持
管
理
契

約
に
つ
い
て
は
、
既
に
下
水

道
は
「
汚
水
サ
ー
ビ
ス
」
項

目
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
二

〇
万
Ｓ
Ｄ
Ｒ
（
日
本
円
で
三

二
〇
〇
万
円
）
以
上
の
維
持

管
理
契
約
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
調
達
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
。

今
ま
で
に
下
水
道
維
持
管

理
契
約
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
調
達
で

は
、
外
資
系
企
業
か
ら
問
い

合
わ
せ
や
応
札
は
あ
っ
た
が

受
注
の
実
績
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
今
年
二
月
に
維
持
管

理
業
界
に
衝
撃
が
走
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
系
の
ヴ
ェ
オ
リ

ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
（
ロ
ー
ラ
ン
・
オ
ギ
ュ
ス

ト
社
長
）が
日
本
で
初
め
て
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
下
で
二
件

（
埼
玉
県
流
域
下
水
道
、
広

島
市
西
部
浄
化
セ
ン
タ
ー
）

の
包
括
維
持
管
理
契
約
を
約

三
四
億
円
で
受
注
し
た
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
日
本
は

本
格
的
な
外
資
攻
勢
に
さ
ら

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
端
的
に
言
う

と
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
欧
州
製
品
を

世
界
に
売
り
込
む
最
大
の
武

器
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。

特
に
ハ
ー
ド
面
の
多
く
の
規

格
で
は
、英
国
規
格（
Ｂ
Ｓ
）、

ド
イ
ツ
規
格
（
Ｄ
Ｉ
Ｎ
）
を

基
に
作
ら
れ
て
い
る
。
更
に

国
際
規
格
を
作
る
時
に
大
き

な
影
響
力
を
持
つ
の
が
、
そ

の
Ｔ
Ｃ
（
技
術
委
員
会
）
の

幹
事
国
（
議
長
）
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
多
く
は
欧
州
各
国
で

占
め
ら
れ
て
い
る
（
欧
州
勢

三
九
三
、
米
国
一
六
六
、
日

本
四
七
）。

こ
れ
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
実
態
で

あ
り
、
欧
米
諸
国
の
経
済
戦

略
の
最
大
の
武
器
で
あ
る
。

従
っ
て
国
際
規
格
作
り
は

と
金
科
玉
条
の
ご
と
く
扱
う

傾
向
が
あ
る
が
、
そ
の
歴
史

的
背
景
は
欧
州
各
国
の
貿
易

上
有
利
に
な
る
単
位
の
取
り

扱
い
を
巡
る
争
い
で
あ
る
。

歴
史
の
あ
る
ヤ
ー
ド
・
ポ

ン
ド
系
単
位
に
反
対
し
た
フ

ラ
ン
ス
は
、
一
七
九
五
年
に

メ
ー
ト
ル
単
位
法
を
提
唱

し
、
世
界
各
国
を
粘
り
強
く

説
得
。
一
八
七
五
年
に
メ
ー

ト
ル
条
約
を
勝
ち
取
っ
た
。

こ
の
メ
ー
ト
ル
条
約
が
Ｉ
Ｓ

Ｏ
の
起
源
で
あ
る
。

そ
の
後
、
国
際
電
気
標
準

会
議
（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）、
万
国
規

格
統
一
協
会
を
経
て
一
九
四

七
年
に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
Ｉ
Ｓ

Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
）
が

設
立
さ
れ
た
。

上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の
国
際
規
格
の
発
行
を
一
年
後

に
控
え
た
今
、
関
係
者
は
何
を
な
す
べ
き
な
の
か
。
官
、

民
、
現
場
に
求
め
ら
れ
る
心
構
え
や
日
本
水
ビ
ジ
ネ
ス

の
今
後
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
２
４
の
上
水
道

部
会
の
日
本
代
表
も
務
め
た
吉
村
和
就
氏
に
グ
ロ
バ
ー

ル
な
視
点
か
ら
全
五
回
連
載
で
解
説
し
て
も
ら
う
。

知
ら
れ
ざ
る
歴
史
的
背
景

―
―
国
益
の
反
映

Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
の
関
係

―
―
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
強
制
力

上下水道サービスの新視点
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